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１ はじめに 

 水域の貧酸素化は生物に影響を及ぼす 1)のは

もちろんのこと、底質からの栄養塩溶出を促す

ことが知られており 2)、富栄養化に大きく寄与

していると考えられている。 

鳥取県東部に位置する湖山池では湖山池将来

ビジョンを背景に2012年3月に汽水化事業が行

われた 3)。この汽水化後は夏季における底層水

の貧酸素化が特に顕著になり 4)、底質からの栄

養塩溶出が増加していることが予想される。そ

のため湖山池の汚濁機構を考える上で、貧酸素

化の原因となる底質の酸素消費速度を把握する

ことが望まれる。 

 本研究は、酸素消費に大きく関わると予想

される水温 5)と汽水化前後で大きく変化した水

質である塩分 6)に着目し、水温と塩分の変化に

応じた底質の酸素消費速度の変化の把握を目的

とした。 

 

2 方法 

2.1 野外調査 

 2016 年 8 月 18 日に調査を実施した。調査地

点は三津地点（図１）において離合社製の不攪

乱柱状採泥器ＨＲ型を用いて内径 11cm 長さ

50cm のアクリル管に泥厚 20cm 程度、底質を採

取した。その後、なるべく層構造を乱さぬよう

に持ち帰り、実験開始まで冷暗所（4℃）で現地

直上水を入れたまま保管した。 

2.2 室内実験 

 実験装置を図 2 に示す。試験水は塩分と水温

に応じた底質の酸素消費速度の変化を明らかに

するため、塩分と水温をそれぞれ各 3 段階に設

定した（表 1）。塩分は蒸留水に塩化ナトリウム

を溶解させて各条件に調製した。開始前日に各

アクリル管の現地直上水をぬき、塩分を各条件

に調製した試験水を底質表層の構造を乱さない

ように静かに注水した。各アクリル管の試験水

と底質を各温度にするために、設定した恒温槽

内に 1 日程度静置した。次いで、各試験水を 2

時間程度エアレーションを施し、溶存酸素(DO)

が飽和したのを確認した後、大気と試験水を遮

断するために流動パラフィンで水面を覆い実験

を開始した。実験は遮光条件で実施した。測定

時間ごとに管から 50mL を採水し、DO センサー

（HORIBA pH/DO METER D-55）を用いて測定した。 

 

 

 

 

 
  

水温（℃） 塩分（psu） 

4 0 
4 9 

4 15 

20 0 

20 9 

20 15 

32 0 

32 9 

32 15 
 

図1 調査地点図 図2 実験装置の模式図 

表1  各サンプルの条件 
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測定時間は、開始後0、3、6、9、12、24、36、48、72、

96及び144時間後とした。なお、直上水のDO濃度を

均一化するため、採水前に撹拌装置で直上水を穏やか

に撹拌した。 

 

3 結果と考察 

DOの濃度変化は各水温で大きく異なり、各塩分条件

とも32℃では24時間後、20℃では72時間で貧酸素状

態（DO2mg/L 未満）に達した（図 3）。一方、4℃でも

DOの消費は認められたものの，144時間後でも各塩分

条件ともDOは4mg/L を上回っていた（図3）。最大酸

素消費速度を比較しても、水温では高水温ほど大きい

値であった（図4）。これらのことより、水温は酸素消

費速度に大きな影響を与えており、高水温時に消費速

度が上昇することが示された。この結果は現地の DO

の挙動ともよく一致しており、2015 年 6 月（水温

23-25℃）の連続観測システム三津地点の結果からも、

底層水のDOは2-3日程度で貧酸素状態（DO2mg/L未満）

になることが確認されている（図5）。酸素消費速度が

決まる上で水温は重要な因子であり、例えば

McDonnellら（1969）は水温が10℃ に対し、20℃ の

場合は酸素消費速度が2倍に、25℃ では3倍になると

報告している 5)。一般に底質による酸素消費は、主に

バクテリアによる有機物の分解に伴うものであること

が知られている。高水温時では低水温時に比べ、バク

テリアの好気的分解が活性化していたため酸素消費速

図3 各サンプルのDOの経時変化 

図4 各サンプルの最大酸素消費速度 

図 5 連続観測システム三津地点における底層

DOの推移（2015年6月12-18日、水温23-25℃） 

赤の点線は貧酸素状態のDO（2mg/L）のラインを示す 
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度が増したものと考えられる。 

 これに対して、塩分では各水温条件とも酸素消費速

度に顕著な差は認められなかった（図 3、4）。塩分の

違いによっても底泥内のバクテリアの活性や群集構造

も変化すると予想されるが、少なくとも湖内の塩分上

昇は底質の酸素消費速度自体には大きな影響を与えて

いないことが示された。 

 このことから、汽水化後に貧酸素化が進行した原因

として、塩分が直接的に酸素消費速度に影響を与え 

るとは考えにくく、塩分躍層形成に伴う湖水の鉛直混 

合の抑制といった間接的な効果が強いためではないか

と考えられる。 
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